













た知見が提案されている．Holmes & Rahe（1967）が作成した社会的再適応評価尺度（Social 






























































































Stroebe & Schut（2001 富田・菊池訳 2007）は，死別への対処過程に関する二重過程モデル











reconstruction）」である（Neimeyer, 2000 鈴木訳 2006）という，新しい視点を提出した．Neimeyer
は，「喪失体験をした人が特定の心理状態を段階的に経験していくという理論を裏付ける信頼性
のある証拠はない」として，最終的に回復状態に達するのではなく，大切な人を喪失したことや
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